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昨年10月31日の中労委における昇進差別事件の和解以降、
12月からは「配転・出向差別事件等40事件」の和解協議が開
始されました。
組合側は、救済申立対象者の救済及び現在の諸問題（懸案

事項）の解決を求めるとともに、ＪＲ東日本に対し謝罪と解
決金の支払いを求めてきました。この間、中労委の和解協議
と併行し、東北バス会社への出向を求めていた「出向差別事
件」の救済申立者が東北バス会社への出向発令が行われるな
ど、一定の人事異動も実施されてきています。
既に、中労委を舞台にした和解協議も７回を重ねています。

出向・配転・バッジ等差別事件弁護団・機関代表者会議（６月７日）

４月27日、中労委・第６回調査の席上、中労委から「今後
の和解協議について、これまでの和解の実績を踏まえ、バッ
ジ事件も含めて和解協議を進めることが適切である」との考
えから「労使それぞれの立場において、出向・配転等事件の
みならず、バッジ事件含めて包括的に解決することによって、
将来のより良い労使関係の構築」を図る観点から、現在、労
働委員会に係争中の全ての事件を一括して和解で解決を図る
ことが提起されました。

（次頁に続く）

2004年９月16日、中労委に係争中であった「配属差別事
件」の和解成立から「昇進差別事件」の和解成立を経て
「出向・配転等40事件」の和解調査を４月27日で６回にわた
って行ってきました。
この間、「平成17年度昇進試験」の合否結果を見る時、

「健全な労使関係」「公平・公正」な人事にむけ改善が進ん
でいることを国労東日本本部は前向きに受け止めてきました。
私たち国労東日本本部は、

今日まで中労委の場を通じて
「係争事件」の和解協議を進め
ながらも「労使の信頼関係」
「正常な労使関係」の確立を最
重要課題として位置付けてき
ました。しかし、平成18年度
採用者が職場に配属された４月24日の週には東労組地方本
部主催の新入組合員歓迎会に支社長・勤労課が出席してい
るとの報告を耳にしています。このような事象が支社レベ
ルで行われている事実はきわめて残念であり、「正常な労使
関係」に疑念を抱かざるを得ません。
さて、係争中の「バッジ事件」を和解協議のテーブル作

りにご尽力を頂いた中労委、山口会長をはじめ、渡辺公益
委員・福岡・松井両参与委員に心から感謝申し上げます。
しかし、「出向・配転等40事件」に関する会社人事動向、

「平成18年度昇進試験」の合否動向、地方の「労使関係の改
善」「職場の差別感の解消」など、５月12日の地方代表者会

議において多くの意見を頂いております。
「バッジ事件」については、中労委結審から12年の歳月

が経過しております。この間、「神奈川バッジ事件」は東京
高裁で組合主張が認められた判決が最高裁上告棄却で確定
し、関係組合員の不利益の回復が実現しております。
「バッジ事件」を和解対象事件とするに当たって、国労

東日本本部の基本的考えは、バッジ着用組合員の実損回復
が図れることにすることを強調
しておきたいと思います。
国労東日本本部は、ＪＲ発足

以降約20年間にわたって職場で
の「不公平感」の解消にむけ
「出向・配転等40事件」「バッジ
事件」の包括的な和解に向けた

協議に前向きに臨みたいと考えます。
国労東日本本部は、４月27日の第６回調査にて「渡辺公

益委員」から「包括的に解決することによって、将来のよ
り良い労使関係を構築する」ことの大切さをご指摘頂きま
した。
このことが、現在首都圏で多く発生している「輸送障害」

など一日1,600万人のお客様がご利用頂いているＪＲ東日本
として、「安全な輸送」「安心」してご利用頂ける鉄道輸送
実現に労働組合としても今日以上に全力を挙げる所存であ
ります。（６月２日に行われた、第７回中労委和解調査での
伊藤委員長による「国労の態度表明」）
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＜発言内容＞
〇　週刊金曜日に安全問題に関する記事を掲載したことで
処分を受け地本には世話になった。今後運動として返し
ていきたい。
〇　安全・安定輸送が脅かされている。会社は安全対策と
して朝の通勤ラッシュ帯に早出体制をとっている。事故
対策については、抜本的な対策が必要である。
〇　憲法改悪を許さない闘いと国鉄闘争を結合させる取り
組みが必要である
〇　シニア雇用について継続して受験しない理由は劣悪な
労働条件にある。60歳を過ぎても働き続けられる条件を
確立してほしい。
〇　賃金差別として「バッジ事件」を提訴した。組合員に
説明しないで判断することは無謀である。当事者の意見
を聞く姿勢を持ってほしい。
〇　出向問題として、苦情処理の手続き・団交出席のルー
ルを作るべきである。懲罰的な出向発令が出されている。

＜答弁＞
〇　憲法改悪に対する闘いについて国労弁護団とも相談し
ている。大会方針に生かす努力をする。
〇　安全問題については、会社に対して抜本的に改善する
ことが必要だと考えている。メンテ合理化の確認事項が守
られていない事象について見直し要求の作成をしている。
〇　和解協議については、中労委から提起を受けて機関会
議を開催して協議し対応してきた。組合員の意見につい
ては、今後の和解協議に活かしていきたい。
〇　シニア雇用については、今後の技術継承も含めて要求
の骨子を作成している。
〇　出向問題　
については、
出向会社ご　
とに｢申｣を　
たてた。
苦情処理の　
扱い、出向　
者の団交参　
加について　
は各地方の　
状況を把握　
しながら進　
めていく。
会議は最後に、

千葉地本小林書
記長のまとめを
して、土井委員
長の団結がんば
ろうで終了しま
した。

バッジ事件は、中労委において1994年に結審して以降すで
に12年が経過していますが、「分割・民営化」ＪＲ発足前後に
おいて、当時の鉄道労連と国鉄当局及びＪＲ各社が一体とな
って「国労解体｣を錦の御旗にした不当労働行為が白昼公然と
吹き荒れました。このような不当な攻撃に対し、仲間を信頼
し、共に励まし合い国労解体攻撃を跳ね返す粘り強い反撃が
職場で展開されました。その当時の象徴的な闘いがバッジ事
件であり、「たかがバッジ、されどバッジ」でありました。
今課せられている課題は、単なる事件処理ではなく、実損

回復や職場での不公平感を払拭するとともに、今後再びこの
ような不当労働行為を惹起することのない正常かつ健全な労
使関係確立に向け確かな一歩となる和解でなければなりませ
ん。そのためにも全体状況を正しく把握し、慎重に和解協議
に臨むと同時に全力を尽くすことが求められています。和解
協議の前進に向け、全ての職場から取組みを強化しよう。

国労東日本本部は、中労委の提起に対し「持ち帰り検討す
る｣旨を明らかにするとともに、中労委の提起を踏まえ５月７
日の執行委員会を初め各地方本部代表者会議及びバッジ事件
関係弁護団会議などを開催し、組合側として「包括的和解協
議に応じる」ことを確認、決定してきました。

千葉地方本部は、５月24日、千葉市民会館において拡大分
会長会議を開催しました。志津副委員長の司会で会議が進行
されました。土井委員長の「千葉地本で１名組織拡大できた。
国労の組織的な将来展望を確立しよう！」という挨拶の後、
中央本部の久保業務部長から｢国鉄闘争の到達点と課題｣、東
日本本部の高野書記長から当面する取り組みについて提起が
されました。
＜中央本部　久保業務部長の提起＞
（１）運動の到達点・課題

〇　国鉄闘争の政治的全体解決を目指す｢主体的力量・主　
体的条件｣が形成されつつある
〇　課題＝集会から共同した力による行政要請・政治対
策へ発展

（２）政治対策の到達点と課題
〇　労働戦線への協力体制の構築
〇　政党への協力要請→野党対策・与党対策
〇　地方自治体と行政対策
〇　ＪＲ対策
→　情勢を打開するまでには至っていないが、着実に協力
体制が広がってきている。

＜東日本本部　高野書記長の提起＞
（１）安全・安定輸送確立、労働条件改善に向けた取組み
①　ＮＦ2008における今後の駅のあり方について
②　「エリア異動」｢東京フランチャイズ異動｣について
③　シニア雇用について

（２）中労委和解協議の経過、今後の進め方について
（３）組織強化・拡大の中間総括と今後の取組みについて
①　これまでの取り組みと組織拡大の現状
②　平成採用者の現状と他労組の動き
③　今年度の新入社員の状況と国労の取り組み
本部・東日本本部の提起の後、千葉地本小林書記長からは、

①解雇撤回・ＪＲ復帰の闘いを始めとする国鉄闘争について、
②06春闘について、③反合理化・労働条件改善の闘いについ
て、④安全に対する取り組みの強化、⑤「昇進試験」の取り
組みの強化、⑥組織強化・拡大について、⑦当面のたたかい
について、が提起され討論に入りました。


